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ソリューション
ソリューションでは、  ServiceNow  アプリケーションを相互に組み合わせて使用することで、アプ
リケーションの機能を強化します。

利用可能なソリューション
各ソリューションの利点と、その実装方法および使用方法の詳細について説明します。

高度なプロジェクトリスクアセスメントにより、組織のリスク
エクスポージャーの可視化を向上
プロジェクトの高度なリスクアセスメントを使用すると、潜在的な組織的リスクをもたらすプロジェ
クトがあるかどうかを簡単に特定し、軽減措置を迅速に決定できます。プロジェクトリスク管理とエ
ンタープライズリスク管理を組み合わせることで、組織の全体的なリスクエクスポージャーの可視化
が向上します。

プロジェクトポートフォリオ管理を統合することの複合的なメリット高度なリスク

機能 プロジェクトポー
トフォリオ管理 高度なリスク 両方のアプリケーション

をまとめる

プロジェクトリスクアセスメント

エンタープライズリスクへの昇格

固有リスクと残存リスクの評価

統合されたプロジェクトおよびエ
ンタープライズリスク登録

リスクヒートマップ
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機能 プロジェクトポー
トフォリオ管理 高度なリスク 両方のアプリケーション

をまとめる

エンタープライズプロジェクトリ
スク概要ダッシュボード

高度なプロジェクトリスクアセスメントのワークフロー
プロジェクトポートフォリオ管理  (PPM) と高度なリスクアセスメント  (ARA) を併用すると、次のメ
リットが得られます。
• 組織レベルでリスクエクスポージャーを監視する
• プロジェクトとエンタープライズの両方のリスクチームのリスク管理システムを統合します。

次の図は、プロジェクトマネージャー、リスクスペシャリスト、およびエンタープライズリスクマ
ネージャーがアプリケーションを組み合わせて使用し、プロジェクトレベルとエンタープライズレベ
ルの両方でリスクを評価して軽減する方法のワークフロー例を示しています。
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プロジェクトポートフォリオ管理および高度なリスクワークフロー

このワークフローの場合：

1. プロジェクトマネージャーは、プロジェクトの標準ライブラリからリスクを作成し、
リスクアセスメントを開始します。

2. リスクスペシャリストがリスクを評価し、アセスメントスコアを付与します。
3. リスクスコアが高い場合、プロジェクトマネージャーはリスクをエンタープライズリ

スクとして昇格させます。
4. エンタープライズリスクマネージャーは、エンタープライズの観点からリスクを評価

し、アセスメントスコアを付与します。
5. リスクスコアに基づいて、プロジェクトマネージャーはリスクを問題に変換できま

す。
6. プロジェクトマネージャーとエンタープライズリスクマネージャーは、リスクヒート

マップとリスク概要ダッシュボードを使用してリスクを監視し、組織の全体的なリス
ク体制を把握します。

プロジェクトポートフォリオ管理と高度なリスクの統合の要件

1. プロジェクトポートフォリオ管理プラグイン  [com.snc.financial_planning_pmo] を有効にしま
す。

2. ServiceNow®  Storeから  GRC:高度なリスクアプリケーションをインストールします。

高度なプロジェクトリスクアセスメントの開始
プロジェクトリスクの評価を開始するには、次の手順に従います。
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1. リスクアセスメント方法論をセットアップして構成します。「プロジェクトポートフォリオ管理と
高度なリスク統合の構成  」を参照してください。

ロール:sn_risk.admin。

2. スコープを定義し、リスクアセスメントを開始します。「プロジェクトのリスクの追加  」を参
照してください。

ロール:it_project_manager。

3. リスクアセスメントを実行します。「  リスクアセスメントの実行  」を参照してください。

ロール:sn_grc.business_user

4. プロジェクトリスクを評価して昇格させます。「プロジェクトリスクをエンタープライズリスクに
昇格させる  」を参照してください。

ロール:it_project_manager。

5. リスクを問題に変換し、セキュリティ体制を監視します。リスク  体制の監視  を参照してくださ
い。

ロール:sn_risk.admin、it_project_manager。

を使用したサービスと運用の自動化と最適化  サービスオペ
レーションワークスペース
コストを削減し、高品質のカスタマーエクスペリエンスと従業員エクスペリエンスを提供し、運用の
レジリエンスを促進しながら、サービスを拡張することができます。インシデント、問題、変更など
の  IT プロセスを、検出、ビジネスサービス定義、サービスマッピング、イベント管理などの  IT 運用
と統合する単一のクラウドプラットフォームを使用します。

IT Service Management  (ITSM) とIT Operations Management (ITOM)  (ITOM) の 
サービスオペレーションワークスペースを統合することの複合的なメリット

機能
ITSM  の  サービスオ
ペレーションワー
クスペース

ITOM  の  サービスオ
ペレーションワーク
スペース

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

シンプルで直感的で明瞭なユー
ザーインターフェイス  (UI)
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機能
ITSM  の  サービスオ
ペレーションワー
クスペース

ITOM  の  サービスオ
ペレーションワーク
スペース

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

ユーザーアクションに基づく自動
推奨事項

タスクの概要を表示するカスタマ
イズされたランディングページ

サービスデスクエージェント向け
の効果的なインシデント管理

優先度の高いタスクを担当するエ
キスパート

ログインユーザーのオンボーディ
ングエクスペリエンス

ウォークアップエクスペリエンス

インシデントとインタラクション
からの要求管理

の初期構成のガイド付きエクスペ
リエンス  サービスオペレーション
ワークスペース
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機能
ITSM  の  サービスオ
ペレーションワー
クスペース

ITOM  の  サービスオ
ペレーションワーク
スペース

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

関連するメトリクス、ログ、およ
び追加情報を含む、サービスの完
全なコンテキストのプレゼンテー
ション

サービスのアラートの迅速な修正

アラートフォーム内で埋め込みプ
レイブックエクスペリエンスを使
用する場合のオペレーターの迅速
な自動化

サービスオペレーションワークスペース  のワークフロー
サービスオペレーションワークスペース  for IT Service Management  (ITSM) とIT Operations 
Management (ITOM)  (ITOM) を併用すると、次のメリットが得られます。
• 単一のプラットフォーム上でサービスと運用に統一されたエクスペリエンスを提供します。
• サービスチームと運用チームをつなぐことでサイロ化を排除します。
• 生産性を向上させ、従業員のエンゲージメントを維持します。
• ローコード構成で  ITSM  および  ITOM  プロセスを作成および拡張します。
• インシデントと機能停止を迅速に解決するために、  ITSM  プロセスと  ITOM  プロセスを最適化しま

す。

次の図は、IT  オペレーターとサービスエージェント  (サービスデスクエージェントまたは  L2/L3 スペ
シャリスト)  がこれらのアプリケーションを使用して顧客の問題を解決する方法のワークフロー例を
示しています。
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サービスオペレーションワークスペース  の  ITSM  および  ITOM  ワークフロー

このワークフローの場合：
1. IT オペレーターは、  サービスオペレーションワークスペース  ランディングページか

らサービスダッシュボードにアクセスして、特定のサービスの関連アラートを検索し
ます。

2. IT オペレーターは、コンテキストサイドパネルで関連アイテムから最新のアラートを
表示できます。

3. IT オペレーターは、アラートの推奨事項にアクセスできます。
4. そのアラートに関連する顧客の問題がある場合、IT  オペレーターはインシデントを

作成して、顧客のために調査、可能なソリューション、および解決策を追跡します。
5. インシデントは、構成アイテムまたはサービスをサポートするグループにアサインさ

れます。
6. インシデントの作業を担当するサービスデスクエージェントや  L2/L3 スペシャリスト

などのサービスエージェントがアサインされます。
7. サービスエージェントは、インシデントを迅速に解決するために、構成アイテム  (CI) 

に関連するメトリクスとインサイトを調査して取得できます。
8. 必要に応じて、サービスエージェントはオンコールユーザーに連絡してコラボレー

ションを行い、インシデントを解決することができます。
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ITSMと  サービスオペレーションワークスペースを統合するための要件ITOM

1. サービスオペレーションワークスペース  for ITSM  について、次の条件が満たされていることを確認
します。
a. ServiceNow®  IT Service Managementアプリケーション用の  ITSM  Standard ライセンス以降

を調達します。ServiceNowアカウントマネージャーまたは営業担当者にお問い合わせくださ
い。

b. 調査フレームワークを  ITSM  用  サービスオペレーションワークスペース  内で使用する場合
は、ServiceNow®  IT Service Management  アプリケーション用の  ITSM  Professional 以降のラ
イセンスを調達します。

c. ServiceNow®  Storeからサービスオペレーションワークスペース  ITSMアプリケーションをイ
ンストールします。このアプリケーションのインストールの詳細については、「  サービスオペ
レーションワークスペース  ITSM アプリケーションのインストール」を参照してください。

2. サービスオペレーションワークスペース  for ITOM  について、次の条件が満たされていることを確
認します。
a. ServiceNow®  IT Operations Management (ITOM)  アプリケーション用の  ITOM  Professional 

以降のライセンスを調達します。ServiceNowアカウントマネージャーまたは営業担当者にお問
い合わせください。

b. ServiceNow®  Storeからサービスオペレーションワークスペース  ITOMアプリケーションをイン
ストールします。このアプリケーションのインストールの詳細については、「  ITOM アプリケー
ションのサービスオペレーションワークスペースのインストール  」を参照してください。

ITSM  と  サービスオペレーションワークスペース  の使用を開始するITOM

ITSMおよびITOMのサービスオペレーションワークスペースを開始するには、次の手順に従います。

1. ITSMのサービスオペレーションワークスペースを構成します。
a. ITSMのサービスオペレーションワークスペースを設定します。「  ITSM のサービスオペレーショ

ンワークスペースの設定」を参照してください。

ロール：admin。

b. 調査フレームワークを設定します。「  サービスオペレーションワークスペースでの調査フレー
ムワークの設定  」を参照してください。

ロール：admin。

c. インシデントの推奨フレームワークを構成します。「  ITSM のサービスオペレーションワークス
ペースでの推奨フレームワークの構成  」を参照してください。

ロール：admin。

2. ITOMのサービスオペレーションワークスペースを構成します。
a. ITOMのサービスオペレーションワークスペースを設定します。「  ITOM のサービスオペレー

ションワークスペースの設定」を参照してください。

ロール:evt_mgmt_operator。

b. アラートメトリクスを設定します。「アラートメトリクスの設定  」を参照してください。

ロール:evt_mgmt_operator。

c. アラートの推奨フレームワークを構成します。「  ITOM のサービスオペレーションワークスペー
スでの推奨フレームワークの構成」を参照してください。
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ロール:evt_mgmt_admin。

d. サービスオペレーションワークスペース受信ボックスを設定します。「  ITOM のサービスオペ
レーションワークスペースでの受信ボックスの構成」を参照してください。

ロール:evt_mgmt_admin。

e. サービスオペレーションワークスペースリストをカスタマイズします。「  ITOM のサービスオペ
レーションワークスペースのリストのカスタマイズ  」を参照してください。

ロール:itil。

ケーススタディ:リスク、コンプライアンス、  監査管理  の強化  ITOM
このユースケースでは、  ITOM  統合によって、リアルタイムの運用の可視化、自動化、および強化さ
れたリスクアセスメントにより、金融機関のリスク、コンプライアンス、および監査管理がどのよう
に合理化されたかを示します。

問題の説明
ある大手金融機関は、コンプライアンスおよび内部監査機能に加えて、ますます複雑化する運用、
サードパーティ、およびテクノロジーのリスクを処理し、成長に合わせてリスク管理プロセスの合理
化を模索していました。この機関は、効率を向上させ、手作業を減らすための統一されたプラット
フォームの必要性を認識していました。

課題

• 一元化された可視性の欠如:金融機関は、リスク、コンプライアンス、および監査プロセスを明確
かつリアルタイムに把握するという課題に直面していました。異種システムでは、IT  サービスや
インフラストラクチャに関連するオペレーショナルリスクを評価することが困難でした。

• サイロ化された  IT インフラストラクチャ:組織の  IT システムが分断されていたため、ダウンタイ
ム、構成エラー、IT  サービスの障害など、リスク管理機能に影響を与える可能性のある運用上の
問題を監視して対応することが困難でした。

• 既存データの限定的な使用:さまざまなソースから利用可能な大量のITデータは、既存のシステムと
の統合が行われていないため、リスクおよびコンプライアンス管理に十分に活用されていませんで
した。

ITOM 固有のソリューション

• リアルタイムの運用の可視化:  ITOM  により、IT  サービスの健全性、可用性、およびパフォーマン
スに関するリアルタイムのインサイトが機関に提供されました。ITOMServiceNow  IRMと統合す
ることで、リスクチームとコンプライアンスチームは、運用上のリスク(サービス停止、パフォー
マンスの低下など)をより広範なリスク管理の取り組みと直接関連付けることができました。

• リスクアセスメントを改善するための自動サービスマッピング:ITOMのサービスマッピング機能に
より、機関は  IT サービスを自動的にマッピングし、その依存関係を理解することができました。
これは、オペレーショナルリスクをリアルタイムで評価するために不可欠でした。たとえば、シス
テムが重大なサービス障害を検出し、コンプライアンスダッシュボードで高リスクイベントとして
即座にフラグを立てることで、機関が先制的な措置を講じることができます。

• プロアクティブな監視とアラート対応:  ITOM  イベント管理を活用することで、システム障害や
サードパーティのサービス停止などの主要なオペレーショナルリスクを監視し、関連するリスク管
理チームとコンプライアンスチームに対して自動アラートをトリガーすることができました。この
プロアクティブなアプローチにより、オペレーショナルリスクの特定から対応までの時間が最小限
に抑えられました。
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• 構成管理データベース  (CMDB)  コンプライアンス向け:  ITOM  を  CMDB  と統合することで、すべ
ての  IT 資産、構成、およびそれらの関係が正確に追跡されました。これにより、リスク管理に信
頼できる唯一の情報源が提供され、コンプライアンスチームはリスクを特定の  IT 資産またはサー
ビスに自動的にリンクできるようになり、特にテクノロジーリスクとサードパーティの依存関係の
コンテキストで、より正確なリスクアセスメントを確実に行うことができます。

• アラートのノイズリダクションと自動化:  ITOM  AIOps を活用して、関連するアラート  (インフラス
トラクチャ障害など)  を自動的にグループ化して関連付けることで、アラートによる疲弊を軽減し
ました。これにより、リスクチームとコンプライアンスチームが無関係なアラートをふるいにかけ
る手作業が削減され、優先度の高いオペレーショナルリスクに集中できるようになりました。

主な成果

• 統一されたリスクと  IT 運用:ITOMServiceNow  IRMと統合することで、機関は運用リスクと  IT リス
クの両方を統一して表示できるようになりました。この統合により、運用中の  IT の障害に起因す
るリスクの特定が容易になり、重大なアラートがエスカレートする前に迅速に対処できるようにな
りました。

• 自動化による効率の向上:  ITOM  自動化により、新たなリスクをもたらす可能性のあるサービスの
中断や  IT 環境の変化を手動で追跡するなど、オペレーショナルリスクの監視に関連する手動プロ
セスを排除できました。

• IT 関連規制へのコンプライアンスの強化:  ITOM  によって提供されるリアルタイムデータにより、
機関は  IT リスクと監査準備に関する規制要件を満たすことができました。すべての  IT 資産と構成
を最新の状態に保つ  ITOM  機能により、監査プロセスが迅速かつ正確になりました。

• 将来のリスク管理ニーズに対応するスケーラビリティ:  ITOM  のクラウドネイティブアーキテクチャ
はスケーラビリティと柔軟性を提供し、金融機関が成長に合わせてリスクを管理し続けることがで
きるようにしました。  また、  ITOM  はモバイルアクセスもサポートし、リスクチームとITチームに
よるリモート監視とアラート管理を可能にしました。

ハードウェア資産管理と持続可能な  IT
持続可能な  ITアプリケーションを使用すると、ハードウェア資産によって発生する排出量を効果的に
管理および監視できます。さらに、資産のエネルギー消費量と、資産が寿命に達した後の適切な廃棄
を追跡できます。

ハードウェア資産管理とESG Managementを統合することの複合的なメリット持続
可能な  IT

機能 ハードウェア資産
管理 ESG Management

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

ハードウェア資産インベントリ管
理
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機能 ハードウェア資産
管理 ESG Management

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

ハードウェア資産のエネルギー消
費と排出量を推定する

ハードウェア資産のライフサイク
ルトラッキング

電子廃棄物の削減を報告する

ポートフォリオ内の  Energy Star 
認定資産の割合を増やす

データセンターのエネルギー消
費、炭素排出量、再生可能エネル
ギーを追跡する

ターゲットを絞った改善のため
に、各場所からPUE、WUE、お
よびCUEを監視

関連するすべての持続可能な  IT 測
定基準を一目で追跡
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ハードウェア資産管理と持続可能な  IT
ハードウェア資産管理アプリケーションと持続可能な  ITアプリケーションを一緒に使用すると、次の
ようなメリットがあります。
• ハードウェア資産によって発生する排出量を効果的に管理および監視できます
• 資産のエネルギー消費量と、資産が寿命に達した後の適切な廃棄を追跡するのに役立ちます。
• ダッシュボードを通じて貴重なインサイトを提供し、これらの資産を廃止するか再利用するかにつ

いて、情報に基づいた意思決定を行うことができます

この図は、二酸化炭素排出量と電子廃棄物に関するデータを収集する上での  IT 担当役員と持続可能
性プログラムマネージャーの共同作業を示しています。ESGプログラムマネージャーは、省エネ対策
の有効性を監視し、開示を作成するための目標とターゲットを設定します。

ハードウェア資産管理および持続可能な  ITワークフロー

このワークフローの場合：
1. IT 担当役員は、資産担当役員ワークスペースにログインして、IT  の持続可能性パ

フォーマンスを追跡および報告します。
2. 次に、ITエグゼクティブは、さまざまなハードウェア資産カテゴリで発生した二酸化

炭素排出量と電子廃棄物を取得し、データセンターの二酸化炭素排出量と効率の指標
を追跡します。

3. ESG プログラムマネージャーは、単一の共有データセットを使用して持続可能性と  IT 
を調整します。

4. ESG プログラムマネージャーは、省エネ対策の有効性を監視するための目標とター
ゲットを設定し、ESG  報告および開示マネージャーが開示を準備するのを支援しま
す。

5. ESG レポートおよび開示マネージャーは、ESG  開示を準備します。

ハードウェア資産管理  と  ESG Management  を統合するための要件

1. 持続可能な  IT  (sn_esg_sustain) プラグインをインストールしてアクティブ化します。
2. ハードウェア資産管理  (sn_hamp) プラグインをインストールしてアクティブ化します。

持続可能な  IT  を使用して  IT 資産からの排出量データを追跡し始める
持続可能な  ITを開始するには、次のタスクを完了します。
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1. 持続可能な  IT プラグインのアクティブ化  .

2. 持続可能な  IT メトリクスの定義をフィルターしてアクティブ化します  。
3. データセンターの新しいエンティティを作成  .

4. 持続可能な  ITデータセンターのエンティティを手動で設定する  。
5. 持続可能な  IT の構成  。

オンボーディングプロセス中にサプライヤーを評価することで
リスクを最小限に抑える
Risk Assessments Integration for サプライヤーライフサイクル管理  を使用すると、新しいサプライ
ヤーのオンボーディング時に潜在的なサプライヤーリスクを特定して評価できます。

サプライヤーライフサイクル管理を統合することの複合的なメリットサードパーティ
リスク管理

機能 サプライヤーライ
フサイクル管理

サードパーティリス
ク管理

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

サプライヤーオンボーディング

情報およびデータ管理

ケースと異議申し立ての管理

リスクオンボーディング
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機能 サプライヤーライ
フサイクル管理

サードパーティリス
ク管理

すべてのアプリケーショ
ンをまとめる

サードパーティリスクデューデリ
ジェンス、外部および内部リスク
アセスメント

リスクインテリジェンス

リスクのスコアリングと監視

リスク担当役員ダッシュボード

のリスクアセスメント統合のワークフロー  サプライヤーライフサイクル管理
サプライヤーライフサイクル管理  と  サードパーティリスク管理  を併用すると、次のメリットが得ら
れます。
• サプライヤーオンボーディング時のサプライヤーリスクの評価
• リスクスコアを分析してサプライヤーをオンボーディングするかどうかを決定します

次の図は、サプライヤーマネージャーとサードパーティリスク  (TPR) 査定人がアプリケーションを組
み合わせて使用してサプライヤーリスクを評価する方法のワークフロー例を示しています。
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サプライヤーライフサイクル管理およびサードパーティリスク管理ワークフロー

このワークフローの場合：
1. サプライヤーマネージャーは、サプライヤーオンボーディング要求を受信します。
2. サプライヤーマネージャーは、サプライヤーをオンボーディングするための簡素化

されたガイド付きプロセスを提供するオンボーディングプレイブックを使用します。
詳細については、「サプライヤーオンボーディングプレイブックを使用したサプライ
ヤーのオンボーディング  」を参照してください。

3. サプライヤーマネージャーがデューデリジェンス要求を送信します。

デューデリジェンスの実行は、サプライヤーをオンボーディングする際の重要な側
面です。サプライヤーリスクアセスメントは、サードパーティリスク  (TPR) 査定人に
よって行われます。詳細については、「  サプライヤーライフサイクルオペレーショ
ンのリスクアセスメント統合の開始」を参照してください。

4. TPR マネージャーがデューデリジェンス要求を承認します。
5. 固有リスクアンケートが作成され、TPR  査定人にアサインされます。
6. TPR 査定人は、完成した  IRQ を提出します。
7. 2 つのリスクアセスメントアンケートが作成され、サプライヤー連絡先にアサインさ

れます。
8. サプライヤー連絡先は  Supplier Collaboration Portal  にログインし、リスクアセス

メントアンケートに回答します。
9. 承認を含む契約レコードが作成されます。契約レコードが承認されると、リスクレ

コードが最終評価で更新されます。
10. サプライヤーマネージャーはリスク評価を受け入れ、デューデリジェンス要求をク

ローズします。
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サプライヤーライフサイクル管理  と  サードパーティリスク管理  を統合するための要
件

1. ServiceNow®  Store  から  サプライヤーライフサイクル管理  (com.snc.sn_supplier_mgmt) アプリ
ケーションをインストールします。詳細については、「サプライヤーライフサイクル管理サプライ
ヤーライフサイクルオペレーション  のインストール  」を参照してください。

2. サプライヤーライフサイクルオペレーションのリスクアセスメント統合 
(com.snc.sn_supplier_tprm) プラグインをインストールしてアクティブ化します。

3. ServiceNow®  Store  から  サードパーティリスク管理  (com.sn_vdr_risk_asmt) アプリケーションを
インストールします。詳細については、「サードパーティリスク管理  の構成  」を参照してくだ
さい。

4. GRC: サードパーティのデューデリジェンス要求  (com.sn_tprm_onboarding) プラグインをイン
ストールしてアクティブ化します。

注:  この  Better Together ソリューションを利用するには、  サードパーティリスク管理  (以前
の  Vendor Risk Management) のライセンスが必要です。

のリスクアセスメント統合を開始する  サプライヤーライフサイクル管理
サプライヤーライフサイクル管理  のリスクアセスメント統合を開始するには、次のタスクを完了し
ます。

1. サプライヤーを作成します。詳細については、「からサプライヤーを作成  調達ワークスペース
Source-to-Pay ワークスペース  」を参照してください。

2. プレイブックを使用して新しいサプライヤーをオンボーディングします。詳細については、「サプ
ライヤーオンボーディングプレイブックを使用したサプライヤーのオンボーディング  」を参照し
てください。

3. プレイブックはデューデリジェンス要求を作成します。このアクティビティのフィールドの詳細に
ついては、「  サードパーティエンゲージメントのデューデリジェンス要求  」を参照してくださ
い。

4. サプライヤーマネージャーは、TPR  マネージャーにアサインされるデューデリジェンス要求に入
力して送信します。

注:  デューデリジェンス要求ごとに、プリフィックス  DDR  で始まる一意の  ID 番号がシステ
ムによって自動的に割り当てられます。

5. デューデリジェンス要求が  TPR マネージャーによって承認されると、固有のリスクに関するアン
ケート  (IRQ) が  TPR 査定人  (内部ステークホルダー)  に送信されます。

6. TPR 査定人が記入済みの  IRQ を送信すると、デューデリジェンスプロセスが開始されます。
7. デューデリジェンスプロセスでは  2 つのリスクアセスメントが作成され、それぞれにサードパー

ティ用とエンゲージメント用の外部デューデリジェンスアンケートが含まれます。
8. サプライヤー連絡先が  Supplier Collaboration Portal から外部アンケートを完了して送信する

と、TPR  マネージャーはアンケートを確認し、デューデリジェンス要求を承認します。詳細につ
いては、「からリスクアセスメントを完了  Supplier Collaboration Portal  」を参照してくださ
い。

9. 承認を含む契約レコードが作成されます。契約レコードが承認されると、リスクレコードが最終評
価で更新されます。

10. サプライヤーマネージャーがリスク評価を受け入れると、デューデリジェンス要求が正常に処理お
よび承認されたことを通知するメールが要求者に送信されます。
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11. サプライヤーマネージャーがデューデリジェンス要求  (ケース)  をクローズします。
12. サプライヤーマネージャーは、リスクアセスメント結果データを他のデータと組み合わせて使用

し、オンボーディングプロセスを続行するかキャンセルするかを決定できます。
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